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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、ＪＲ横浜線及び京王線「橋本駅」から原宿五丁目行バスで、バス停「原
宿公園西」下車徒歩約３分、三ヶ木行バスで、バス停「東原宿」下車徒歩約５分の
静かな住宅地にあります。運営法人は主に市内で介護事業を行っています。
＜優れている点＞
「白庵家」の理念を「安心・楽天・自由」、家訓を「追求・共有・団結」と定め、
利用者が自宅の「家」ように、安心で楽しく思いのままに過ごせるような住環境と
雰囲気を目指しています。玄関は和風で、廊下と客用トイレがあり、ユニット扉、
玄関扉は自由に出入りできるようになっています。食事時間、入浴時間、散歩の時
間は利用者の希望を尊重し、自由な生活をしてもらえるように努力しています。看
取り介護については、看取りは特別なものでなく、日常生活の延長として行ってい
ます。また、災害対策マニュアルを定め、断水訓練も実施しています。東北で東日
本大震災を体験した職員の意見を活かし、３日間の非常用食料を、１日間の献立単
位に必要な食材、水などの備蓄、及び食料以外の備品も実際に運用できるような準
備が出来ています。
＜工夫点＞
利用者一人ひとりの変化や気付きなどの申送り内容について、ユニットごとにＡ４
版１枚のシートへ、日勤帯を表、夜勤帯を裏に手書きで記入し、一目瞭然に分かる
ようにして、情報の共有化を簡便かつ漏れのないように行っています。

「利用者本位」
　臨機応変に対応ができるよう、スケジュールを決めることなく日々の暮らしを
　お手伝いしています。
「チームケア」
　職員はお互いに協力し合い、思いやり合えるチーム力があります。
「明るく開放的な雰囲気」
　玄関は施錠していません。しろあんの理念「安心・楽天・自由」を胸に取り組
　んでいます。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 かのん

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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プライミーしろあん.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

２ヶ月に１回、イベントなどの活動報告を行い、ま
た参加者の方より色々なご意見を頂いております。
検討結果は議事録に残すと共に、全員に配布してい
ます。会議の中で流しそうめんや園芸くらぶの活動
への参加協力に発展した事もありました。また同じ
グループホームの運営推進会議に出席し、しろあん
の会議にも活かしております。

自治会長、民生委員、地域包括支援セ
ンター職員、利用者、家族、管理者を
メンバーとして２ヶ月に１回開催して
います。「しろあん茶話会」と親しみ
やすい名称です。地域の集会や、シニ
アサロンへの誘いがあり、地域交流に
役立っています。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に出向き対
応しています。また担当者への問い合わせは気
兼ねなくできる状況であり、協力関係を気づい
ていると理解しています。高齢者支援セン
ター、市社協、生活保護担当者とも情報交換を
しています。また地域ケア会議にも出席し、認
知症ケアについて理解と協力を呼び掛けており
ます。

市の各種担当部門と面識があり、市の
施策動向や、市からの文書による周知
内容について早めに情報を得られる関
係づくりをしています。地域ケア会議
に出席し、事業所の状況について理解
や協力を得ています。

普段から近隣の方々をお招きし施設イベントとして
餅つきや流しそうめんを行ったり、自治会の夏祭り
などを通して近隣の方々との交流を定期的にとって
おります。事業者内の買い物や理美容などは全て近
隣で対応しています。日頃から散歩や玄関掃除など
屋外で過ごす事も多く、挨拶などを通して地域情報
を頂いたりと自然な流れで交流が出来ています。ま
た近所の方にボランティアとして創作作業を定期的
にしていただいています。

自治会に加入し、事業所の餅つきなど
のイベントは恒例となっています。子
どもも含め５０人前後の参加がありま
す。玄関内の客用トイレを地域へ解放
しています。職員、家族、地域の人で
構成する「園芸くらぶ」があり、玄関
先の花壇で花を楽しむなど、地域との
関係性を築いています。

自治会の盆踊りでは席や飲み物を用意して頂きとて
も感謝しております。また自治会広報誌では事業所
紹介として取り上げて頂きました。地域ケア会議へ
参加した際は、地域の警察や消防隊の方々とも認知
症の方々への支援方法などを話し合いました。運営
推進会議では高齢者支援センターや民生児童委員の
方も参加頂いております。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

プライミーしろあんでどのように過ごされたい
か？自分に置き換え、ご利用者様の目線から職
員全員で考えました。また理念とは別に、プラ
イミーしろあんを「家」とし、理念実現の家訓
（職員が何をすべきか）も設定しました。事業
所内の各所に掲示し、意識の共有を図っていま
す。

事業所を利用者が生活する「家」とし
てとらえ、理念や家訓を設けていま
す。利用者には出来るだけ思いのまま
に過ごしてもらうとともに、職員は利
用者と同じ時間を過ごすことを目指し
ています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

普段のご面会時や家族会などを通してコミュニ
ケーションを心がけたり、運営推進会議でのご
意見ご要望などを早めに事業所運営に反映させ
ています。定期的にケアプランの確認ととも
に、運営についても合わせて確認もしておりま
す。また事業所内に目安箱を設置しています。

事務室隣の玄関には、職員の顔写真を
掲出しています。椅子と利用者生活写
真などを置いたコーナーを設置し、話
しやすい雰囲気です。毎月家族へ手紙
で、利用者の様子や写真を送り、ま
た、家族との連絡帳を作っています。
年１回家族会を開催し、家族同士の親
睦を図ったり、看取りなどについての
話をしています。

成年後見制度を利用されている方が数名いらっ
しゃいます。ご入居されてから手続きをされた
方もおり、制度や手続きについて資料を準備
し、活用できるような体制を整えています。

普段のご面会時や運営推進会議、また電話連絡
時など契約内容の変更等について説明する機会
をこまめにとることを心がけ、ご理解を頂ける
よう取り組んでおります。改定等の手続きも早
めに書類を使ってご説明し、スムーズに完了し
ています。

事業所開設以来、玄関と各ユニット出入り口は
施錠せずに対応しています。内部勉強会にて身
体拘束についての正しい知識の習得に努め、ご
家族様や地域へも身体拘束をしない事業所とし
て説明をしています。

身体拘束をしないケアのマニュアルが
あり、毎年１回事業所内で勉強会を
行っています。全職員はテーマを自分
で決めて調べて発表し、当事者意識を
高めています。家族と地域の理解によ
り、玄関は警察との話し合いにより施
錠していますが、ユニット出入口は施
錠せず自由に出入りが出来るようにし
ています。

毎月行っている職員ミーティングでケアカン
ファレンスなどを通して話し合ったり、定期的
に行う内部勉強会では虐待の正しい知識習得を
行うと共に、普段から職員間で情報共有を行
い、虐待を見過ごすことなく、また防止にも努
めています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

市グループホーム連絡会及び県グループホーム
協議会に所属しています。管理者だけではなく
職員と共に参加し情報交換や情報収集に努めて
います。その会ではお互いの施設見学会や勉強
会も開催し、その際にも様々な職員が交流の機
会を作り、やりがいを見出したり、情報共有が
できるようにして、お互いにサービスの向上と
なるよう取り組んでいます。

事前情報収集を十分に行うとともに、ご家族様
やご本人様から普段のコミュニケーションをと
おして信頼関係構築のポイントを見出すと共
に、環境の変化はご利用者様の不安や混乱に繋
がる事を各職員にも理解を求め、ご入居当初は
意識的に「その方を知る」事に職員全員で取り
組み、その方の過ごしやすい環境作りを第一に
ケアしています。

各職員に年に１回、自己評価を行い自己の振り
返りをすると共に、自身の１年間の目標を設定
しています。また居室担当やイベントなどの係
担当を設置し、各職員のやりがいに繋げていり
ます。また各職員の働きやすい勤務時間に調整
しています。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤務表を工
夫し出来る限り多くの職員が参加出来るよう事
業所として配慮しています。また他事業者との
交流や、地域等の会議や勉強会などから得られ
た情報も職員会議にて報告し、職員教育につな
がる情報の発信を事業所として取り組んでいま
す。

ミーティングの機会を持ち、職員が意見を言え
る場の整備をしています。また普段から業務や
申し送りなどを通してコミュニケーションをと
りながら意見や提案を吸い上げて実現できるよ
うに支援しています。１年に１回は個別に意見
や提案を聞く機会を設けています。

毎月１回の職員会議で意見を交換する
とともに、イベント係、献立メニュー
係、環境係、広報係を設けて運営に反
映しています。職員提案により事業所
のイベントをポスティングで効果的に
告知しています。地域ボランティア、
家族、職員で活動する「園芸くらぶ」
は職員の提案から実現されています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよく把握
し、今までと変わりない暮らしが続けられるよ
う対応しています。ご家族様やお知り合いの方
の面会のほか、ご家族様との外食やお墓参り、
外泊などに出掛ける方もいらっしゃいます。

利用者が入居する前に関わっていたケ
アマネジャーへ、入居後の様子を「グ
ループホーム通信」として送り、本人
の生活が適切に継続できるよう、意見
交換を図る工夫をしています。知人な
どが訪問した際は、居室へ湯茶を出す
支援をしています。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極め、その方
が何がどこまで出来るのかをケアカンファレン
スなどで情報を共有し、その情報を活かして活
動・活躍の機会を設けています。全てに手を出
すことが介護ではない事を職員は理解して対応
しています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子をお伝えし
ています。判断や報告を急ぐ内容は電話にて連
絡し、事業所主導ではなく、共に支える姿勢で
取り組んでいます。面会簿にはご家族様との連
絡メモも取り入れ、意見交換ができるようにし
ております。

ご家族様との信頼関係構築のため、入居相談時
点から十分にコミュニケーションをとり、ご家
族様やご本人様のお気持ちなど理解する事を心
がけています。ご入居後はご面会時の他、電話
や手紙を使って情報の共有に取り組んでいま
す。（報告・連絡・相談）特に入居１～２週間
は小まめにご家族様と情報共有をしておりま
す。

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺います。
また情報収集においてアセスメントをしっかり
行い、ケアカンファレンスなどにも明記し、全
スタッフで課題・目標・サービス内容を見極め
て、日々取り組んでおります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居相談時の情報収集の他、ご入居されてから
もその方を知ることを続け、その方の暮らしや
思いの把握に努めています。サービス内容に関
して、事実と結果を記録する事で、経過の把握
や状態変化の早期発見に繋げています。またそ
の内容をご家族様にもご報告しております。

健康状態・精神状態・暮らしのリズムなど、監
視するのではなく常にアンテナを張って現状の
把握に努めています。また何気ない会話や動
き・表情など、まずは普段を知ることで、変化
に早く気づける事や申し送りの重要性を理解し
て取り組んでいます。

必要に応じて相談や支援にむけて取り組む姿勢
です。

入居相談時や日常的な関わりの中からご本人様
一人ひとりの希望や意向を吸い上げ、実現に向
けて取り組んでいます。理美容の希望・食べた
い物・やりたい事、化粧品など、早い段階で実
現できるよう対応しています。

利用者との何気ない会話から本人の思
いを汲み取る努力をしています。本人
の思いや意向の情報を「フェイスシー
ト」として毎年１回更新し、職員間で
情報共有してケアに反映しています。
本人の希望については、なるべく早く
叶えるように配慮しています。

日常生活の中から、皆様の役割をごく自然な流
れの中で形成し、共に協力しながら活動されて
いらっしゃいます。トランプゲームを誘い合っ
たり、塗り絵や創作作業で作ったブローチなど
の作品を褒め合ったり、利用者様同士で自然に
関わりをもたれていらっしゃいます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

緊急を要する場合はお電話で、その他は毎月お
手紙で医療情報をお伝えしています。健康
チェックは毎日行い、検査、健康診断、専門医
の受診や医療相談など適切な医療が受けられる
よう支援しています。その情報はご家族様にも
報告しております。

全員が協力医療機関の内科の往診を週
１回、歯科医師の往診を年１回それぞ
れ受診しています。また、専門医療機
関への受診の場合にも事業所で付き添
う支援をしています。往診訪問看護記
録に記入し、全員で医療情報を共有し
ています。

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせず、
直接お店に出向いて自己決定のもとその方に合
わせた柔軟な対応が出来ています。帰宅願望が
見られた際は、気持ちが落ち着かれるまで一緒
にお話や外出をしています。またお天気の良い
日は気軽にお散歩やお買い物などに出かけ、皆
様が気持ちよく過ごせるように一人ひとりの
ペースに合わせて支援しております。

夏祭りなどの自治会行事や地域の会議などへ参
加することで、地域との繋がりを確保していま
す。また買い物、出前、外食、理美容などはで
きるだけホーム近隣を活用しています。訪問理
容も利用しています。

居室担当者と計画作成担当者でケアを見直した
のち、職員全員でカンファレンスを行い日常生
活に反映できるようにしております。その方を
取り巻く全ての環境からの情報を総合し、現状
に即した介護計画を作成しています。意向の把
握と十分な説明や結果の報告にも配慮していま
す。

日々の利用者の変化の気付きや適切な
ケアの実施と職員の情報共有化のた
め、Ａ４版１枚の簡便な「申送り事項
シート」を作成し、活用しています。
９人の利用者１人ひとりの欄と、全体
周知情報欄があり、日常記録とモニタ
リングは日勤者が黒ペン、夜勤者は赤
ペンと使い分けて記入しています。
日々のモニタリングが一目瞭然になっ
ています。

介護計画に基づいたケース記録とその方の生活
リズムが把握出来る個人日常記録を使っていま
す。介護計画を日々の記録に活用することで、
毎日モニタリングを行い、また生活リズムを把
握することで変化や原因の把握に役立っててい
ます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

主治医作成の資料をもとに、事故発生時の対
応、救急時の対応は勉強会を定期的に実施し、
職員全員で正しい知識の習得に取り組み、実際
にＡＥＤを使用したこともあります。また連絡
体制を確認し合い、職員間の協力体制も整えて
います。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通報訓練、
初期消火訓練と実施しています。訓練の他、火
災通報装置の取り扱いについても年に２回の説
明を受けています。１１月には消防署の方と消
防設備会社の方も参加していただきました。毎
年断水訓練も実施しております。

夜間を含めて火災を想定し、年２回、
避難誘導訓練をしています。事務所前
の駐車スペースに避難します。夜間は
地元の職員数名も駆け付けるようにし
ています。備蓄は非常食、飲料水など
３日分、非常食には朝、昼、夜のメ
二ュー・調理法を添えています。防寒
具、懐中電灯など備品も用意していま
す。

事業所は地域との交流が出来
ています。地域の協力を得て
防災訓練を行うことが期待さ
れます。

介護サマリーの提出の他、必要な情報は提供し
ています。入院中は面会しご本人様の状態確認
をすると共に、ご家族様や病院関係者との情報
交換に努めています。話し合いの場に参加する
など早期退院に向けて協力し、また退院後の対
応についてもご本人様やご家族様の安心できる
ような環境づくりを往診医とともに心がけてお
ります。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお聞きし、
なるべく早めに主治医を交えて方向性を話合い、取
り組んでいます。また医療機関とも協力し苦痛や不
安のないようサポートすると共に、関係者とは情報
を共有しながらチームで支援する体制を整えていま
す。もし看取り介護が必要な際は、職員の勉強会を
開き、再確認するようにしております。また家族会
でも話し合いの場を設け、看取りなどについて再度
ご説明をしております。

契約時に看取りの指針に基づき説明
し、方針を共有しています。家族会の
場でも理解を深めています。医師の指
示があった場合は看取りの介護計画書
を作成し、医師、家族、管理者ほか関
係者が協議し、支援の体制を作ってい
ます。職員は年１回の研修会、２ヶ月
に１回の勉強会、月々のミーテイング
で理解を深めています。

医療連携記録を作り報告相談をしています。ご
利用者様の健康を管理し、協力体制を整え、適
切な医療が受けられるよう支援しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

メニュー係を毎年各職員に担当させ、メニュー
に変化をもたせ、彩り、季節、節句などを取り
入れて五感に働きかけるようなメニュー作りに
努めています。誕生日はご希望メニューをご用
意しています。調理、配膳準備、盛りつけ、食
器洗い、食器拭きなどは一緒に取り組んでいま
す。

利用者の意向・個人記録から吸い上げ
た情報などをもとに職員のチームでメ
ニューを作成し調理しています。季節
や行事に合わせて工夫しています。七
草がゆ、節分などの行事食は月１回、
誕生日は本人の希望の食事を皆で祝う
など楽しんでいます。盛り付け片付け
などは利用者と職員でしています。

１日のスケジュールを決めず、その日の天候や
一人ひとりの体調やご気分に合わせて対応して
います。静かに過ごされたい方、アクティブに
過ごされたい方など、ご様子を見ながらまたご
希望を伺いながら希望にそった支援をしていま
す。

その日の衣類は起床後になるべくご自身で決め
て頂けるよう支援すると共に、必要であればそ
の方の好みや意向を探り、購入も検討しながら
対応しています。重ね着や衣類の乱れが見られ
た際は、さりげなく着こなしを援助していま
す。理美容は一覧表で管理し、身だしなみに配
慮しています。

接遇面などにおいて会議などを通して職員教育
を行い、一人ひとりに合わせた言葉掛けや対応
に取り組んでいます。強制したり、諦めたりす
ることなく、その方の暮らしが実現できるよう
日々工夫をしながら対応しています。

「安心して楽しく思いのままに」の意
をこめた理念のもと、職員は家族の一
員として接するように努めています。
衣服を汚した場合などもさりげなく対
応しています。接遇について法人の研
修、内部勉強会で理解を深め、日々の
言葉掛けなどに活かしています。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、やりたい
事など、普段からコミュニケーションをとり、
一人ひとりの思いや表現を逃さぬよう、また思
いを表現できたり、自己決定ができるような環
境や働き掛けに取り組んでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

排便状況を記録し、状態の把握に努めていま
す。牛乳などの乳製品・プルーン・押し麦・運
動・水分など自然排便への取り組みを行ってい
ます。下剤が必要な場合は医療機関と相談しな
がら繰り返し調整を行い、その方に合わせて対
応しています。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様の体調や
気分に寄り添い、お一人ずつゆっくりと入って
頂いています。お誘いのタイミングや声のかけ
方に工夫すると共に、無理強いせずにシャワー
浴、清拭、機械浴、衣類交換なども含めて臨機
応変に対応しています。

風呂は毎日沸かしてゆっくり楽しんで
もらうようにしています。週平均２～
３回、午前中に入浴しています。入ろ
うとしない人にはゆず湯にしたり、散
歩の後に声掛けするなどの工夫してい
ます。車いすで入れる可動式の浴槽を
設置しています。

普段から食事の際はお茶をご用意して、食後に
残渣物が残らないよう注意しています。就寝時
は口腔ケアを援助し、義歯の洗浄管理も行って
います。歯科医による定期検診を行い、口腔内
管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズムや状態
の把握は毎日行い、職員同士で連携して支援し
ています。安易に排泄用品に頼ることなく、ト
イレ案内を増やしたりタイミングや声掛けの工
夫をすることで、自立にむけた排泄支援を行っ
ています。

自立、リハビリパンツの人はおおむね
半々です。申し送りの記録表により排
泄のパターンを把握して声掛け誘導し
ています。体操や歩行器を使用した歩
行支援などの生活リハビリで、歩行困
難の人が自立歩行できるまで回復した
人もいます。また、排泄用品の使用頻
度が減った人もいます。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮して組み立
て、結果を記録し、必要な場合は修正しながら
次に繋げる工夫をしています。好き嫌いなどは
入所前にご本人様やご家族様から趣向を確認
し、柔らかさ、大きさなども一人ひとりに合わ
せると共に、食事と水分摂取量は毎日記録して
います。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

お金の所持は、ご本人様とご家族様とで相談し
決めています。お花や化粧水など、希望品をご
自身で購入されている方もいます。

日常生活の中で自然にご自身の役割を認識され
ている方、促す事で参加される方など、一人ひ
とりのお好きな活動や出来る活動を見極めて対
応しています。レクリエーションやご家族様と
地域の方々も交えたイベント開催など、気分転
換や楽しみの機会も作っています。

散歩、買い物、日光浴などその方の体調や気分
など状況に合わせて戸外への活動を支援してい
ます。また外食や普段行けない所への外出も計
画し取り組んでおります。盆踊りなどの地域へ
の参加や、ご家族様との外出・外泊も自由にし
て頂いております。

気の向くまま近隣を散歩し、畑の作物
の生育を楽しみ、畑仕事の人と話をし
ています。化粧品など好みの買い物に
車で出かける人、外気浴を楽しむ人も
います。初詣や浴衣での盆踊りも楽し
んでいます。遠出の遠足、家族との食
事や墓参りなどの外出も支援していま
す。

就寝時間や起床時間を含め、１日のスケジュー
ルを決めていないため、その方のペースに合わ
せて休息を援助しています。衣類、寝具、室温
等に注意すると共に、安心感、空腹感、排泄な
ど色々な角度から安眠・休息を支援していま
す。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来るよう設
置しています。変更があれば、その都度各職員
に報告しております。医師・薬剤師から薬に関
する情報を得ると共に、経過についての報告を
行い、連携を取りながら対応しています。
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自
己
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価
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価
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご入居時に新しい物を購入される必要はなく、
皆様が住み慣れた環境で安心して過ごせるよう
に、その方の部屋をそのまま再現できるように
支援しています。長年使っているタンス・テレ
ビ・布団・テーブルセットなど、その方の過ご
しやすい場所となるよう対応しております。

照明、エアコン、クローゼット、カー
テンなどは備え付けです。こだわりの
桐のたんす、木製の調度、小机、座椅
子、テレビなど好みのものが置かれて
います。家族を表した作品のぬり絵な
ども飾られています。本人の身体の状
況に応じ、センサーの用意もありま
す。

各所に手すりを設置すると共に、通路に面した
トイレ・洗面所・居室は、導線とわかりやすさ
に配慮した作りになっています。レバーやス
イッチなどは、あえて手動式を取り入れていま
す。自立した生活が送れるよう、状況・状態に
応じて取り組んでいます。

共有スペースはご利用者様が安心・安全に暮ら
し、心地よい日光や風が入るような「家」を意
識して整備しています。また、五感に働き掛け
るような工夫や強い刺激がないよう、居心地の
よさにも配慮しています。

共用空間は広く清潔で、整理整頓され
ています。玄関、居間、廊下に地域の
協力者と一緒に作成した季節のフラ
ワーアレンジメントを飾っています。
職員のメッセージ入りの写真、自治会
だより、今日の食事のメニューなどを
掲示しています。床暖房により居心地
よく過ごしています。

別のユニットとを行き来される方や共有スペー
スにて大笑いされながらお喋りを楽しまれてい
る場面は毎日見受けられています。居室で寛が
れたり、窓やベランダから景色を眺められたり
と移動は自由です。事務所を好まれる方もい
らっしゃいます。

ご家族様との交流は面会や電話で自由にして頂
いております。ご家族様との関わりは心の安心
へ繋がる事を理解し、気軽に交流して頂けるよ
う、また交流が継続できるよう対応しておりま
す。ご面会時には時折写真も撮らせていただ
き、お送りしております。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 わおん

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

２ヶ月に１回、イベントなどの活動報告を行
い、また参加者の方より色々なご意見を頂いて
おります。検討結果は議事録に残すと共に全員
に配布しています。会議の中で流しそうめんや
園芸くらぶの活動への参加協力に発展した事も
ありました。また同じグループホームの運営推
進会議に出席し、しろあんの会議にも活かして
おります。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に出向き対
応しています。また担当者への問い合わせは気
兼ねなくできる状況であり、協力関係を気づい
ていると理解しています。高齢者支援セン
ター、市社協、生活保護担当者とも情報交換を
しています。また地域ケア会議にも出席し、認
知症ケアについて理解と協力を呼び掛けており
ます。

普段から近隣の方々をお招きし施設イベントとして
餅つきや流しそうめんを行ったり、自治会の夏祭り
などを通して近隣の方々との交流を定期的にとって
おります。事業者内の買い物や理美容などは全て近
隣で対応しています。体調や職員体制にもよります
が、散歩や玄関掃除など屋外で過ごす事もあり、挨
拶などを通して地域情報を頂いたりと自然な流れで
交流が出来ています。また近所の方がボランティア
として創作作業をし下さることもあります。

自治会の盆踊りでは席や飲み物を用意して頂きとて
も感謝しております。また自治会広報誌では事業所
紹介として取り上げて頂きました。地域ケア会議へ
参加した際は、地域の警察や消防隊の方々とも認知
症の方々への支援方法などを話し合いました。運営
推進会議では高齢者支援センターや民生児童委員の
方も参加頂いております。

プライミーしろあんでどのように過ごされたい
か？自分に置き換え、ご利用者様の目線から職
員全員で考えました。また理念とは別に、プラ
イミーしろあんを「家」とし、理念実現の家訓
（職員が何をすべきか）も設定しました。事業
所内の各所に掲示し、意識の共有を図っていま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

普段のご面会時や家族会などを通してコミュニ
ケーションを心がけたり、運営推進会議でのご
意見ご要望などを早めに事業所運営に反映させ
ています。定期的にケアプランの確認ととも
に、運営についても合わせて確認もしておりま
す。また事業所内に目安箱を設置しています。

成年後見制度を利用されている方が数名いらっ
しゃいます。ご入居されてから手続きをされた
方もおり、制度や手続きについて資料を準備
し、活用できるような体制を整えています。

普段のご面会時や運営推進会議、また電話連絡
時など契約内容の変更等について説明する機会
をこまめにとることを心がけ、ご理解を頂ける
よう取り組んでおります。改定等の手続きも早
めに書類を使ってご説明し、スムーズに完了し
ています。

事業所開設以来、玄関と各ユニット出入り口は
施錠せずに対応しています。内部勉強会にて身
体拘束についての正しい知識の習得に努め、ご
家族様や地域へも身体拘束をしない事業所とし
て説明をしています。

毎月行っている職員ミーティングでケアカン
ファレンスなどを通して話し合ったり、定期的
に行う内部勉強会では虐待の正しい知識習得を
行うと共に、普段から職員間で情報共有を行
い、虐待を見過ごすことなく、また防止にも努
めています。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

市グループホーム連絡会及び県グループホーム
協議会に所属しています。管理者だけではなく
職員と共に参加し情報交換や情報収集に努めて
います。その会ではお互いの施設見学会や勉強
会も開催し、その際にも様々な職員が交流の機
会を作り、やりがいを見出したり、情報共有が
できるようにして、お互いにサービスの向上と
なるよう取り組んでいます。

事前情報収集を十分に行うとともに、ご家族様
やご本人様から普段のコミュニケーションをと
おして信頼関係構築のポイントを見出すと共
に、環境の変化はご利用者様の不安や混乱に繋
がる事を各職員にも理解を求め、ご入居当初は
意識的に「その方を知る」事に職員全員で取り
組み、その方の過ごしやすい環境作りを第一に
ケアしています。

各職員に年に１回、自己評価を行い自己の振り
返りをすると共に、自身の１年間の目標を設定
しています。また居室担当やイベントなどの係
担当を設置し、各職員のやりがいに繋げていま
す。また各職員の働きやすい勤務時間に調整し
ています。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤務表を工
夫し出来る限り多くの職員が参加出来るよう事
業所として配慮しています。また他事業者との
交流や、地域等の会議や勉強会などから得られ
た情報も職員会議にて報告し、職員教育につな
がる情報の発信を事業所として取り組んでいま
す。

ミーティングの機会を持ち、職員が意見を言え
る場の整備をしています。また普段から業務や
申し送りなどを通してコミュニケーションをと
りながら意見や提案を吸い上げて実現できるよ
うに支援しています。１年に１回は個別に意見
や提案を聞く機会を設けています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよく把握
し、今までと変わりない暮らしが続けられるよ
う対応しています。ご家族様やお知り合いの方
の面会のほか、ご家族様との外食やお墓参り、
外泊などに出掛ける方もいらっしゃいます。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極め、その方
が何がどこまで出来るのかをケアカンファレン
スなどで情報を共有し、その情報を活かして活
動・活躍の機会を設けています。全てに手を出
すことが介護ではない事を職員は理解して対応
しています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子をお伝えし
ています。判断や報告を急ぐ内容は電話にて連
絡し、事業所主導ではなく、共に支える姿勢で
取り組んでいます。面会簿にはご家族様との連
絡メモも取り入れ、意見交換ができるようにし
ております。

ご家族様との信頼関係構築のため、入居相談時
点から十分にコミュニケーションをとり、ご家
族様やご本人様のお気持ちなど理解する事を心
がけています。ご入居後はご面会時の他、電話
や手紙を使って情報の共有に取り組んでいま
す。（報告・連絡・相談）特に入居1～2週間は
小まめにご家族様と情報共有をしております。

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺います。
また情報収集においてアセスメントをしっかり
行い、ケアカンファレンスなどにも明記し、全
スタッフで課題・目標・サービス内容を見極め
て、日々取り組んでおります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居相談時の情報収集の他、ご入居されてから
もその方を知ることを続け、その方の暮らしや
思いの把握に努めています。サービス内容に関
して、事実と結果を記録する事で、経過の把握
や状態変化の早期発見に繋げています。またそ
の内容をご家族様にもご報告しております。

健康状態・精神状態・暮らしのリズムなど、監
視するのではなく常にアンテナを張って現状の
把握に努めています。また何気ない会話や動
き・表情など、まずは普段を知ることで、変化
に早く気づける事や申し送りの重要性を理解し
て取り組んでいます。

必要に応じて相談や支援にむけて取り組む姿勢
です。

入居相談時や日常的な関わりの中からご本人様
一人ひとりの希望や意向を吸い上げ、実現に向
けて取り組んでいます。理美容の希望・食べた
い物・やりたい事、化粧品など、早い段階で実
現できるよう対応しています。マクドナルドへ
の外食もありました。

日常生活の中から、皆様の役割をごく自然な流
れの中で形成し、共に協力しながら活動されて
いらっしゃいます。トランプゲームを誘い合っ
たり、塗り絵や創作作業で作ったブローチなど
の作品を褒め合ったり、利用者様同士で自然に
関わりをもたれていらっしゃいます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

緊急を要する場合はお電話で、その他は毎月お
手紙で医療情報をお伝えしています。健康
チェックは毎日行い、検査、健康診断、専門医
の受診や医療相談など適切な医療が受けられる
よう支援しています。その情報はご家族様にも
報告しております。

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせず、
直接お店に出向いて自己決定のもとその方に合
わせた柔軟な対応が出来ています。帰宅願望が
見られた際は、気持ちが落ち着かれるまで一緒
にお話や外出をしています。またお天気の良い
日は気軽にお散歩やお買い物などに出かけ、皆
様が気持ちよく過ごせるように一人ひとりの
ペースに合わせて支援しております。

夏祭りなどの自治会行事や地域の会議などへ参
加することで、地域との繋がりを確保していま
す。また買い物、出前、外食、訪問理美容など
はできるだけホーム近隣を活用しています。

居室担当者と計画作成担当者でケアを見直した
のち、職員全員でカンファレンスを行い日常生
活に反映できるようにしております。その方を
取り巻く全ての環境からの情報を総合し、現状
に即した介護計画を作成しています。意向の把
握と十分な説明や結果の報告にも配慮していま
す。

介護計画に基づいたケース記録とその方の生活
リズムが把握出来る個人日常記録を使っていま
す。介護計画を日々の記録に活用することで、
毎日モニタリングを行い、また生活リズムを把
握することで変化や原因の把握に役立っててい
ます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

主治医作成の資料をもとに、事故発生時の対
応、救急時の対応は勉強会を定期的に実施し、
職員全員で正しい知識の習得に取り組み、実際
にＡＥＤを使用したこともあります。また連絡
体制を確認し合い、職員間の協力体制も整えて
います。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通報訓練、
初期消火訓練と実施しています。訓練の他、火
災通報装置の取り扱いについても年に２回の説
明を受けています。11月には消防署の方と消防
設備会社の方も参加していただきました。毎年
断水訓練も実施しております。

介護サマリーの提出の他、必要な情報は提供し
ています。入院中は面会しご本人様の状態確認
をすると共に、ご家族様や病院関係者との情報
交換に努めています。話し合いの場に参加する
など早期退院に向けて協力し、また退院後の対
応についてもご本人様やご家族様の安心できる
ような環境づくりを往診医とともに心がけてお
ります。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお聞き
し、なるべく早めに主治医を交えて方向性を話
合い、取り組んでいます。また医療機関とも協
力し苦痛や不安のないようサポートすると共
に、関係者とは情報を共有しながらチームで支
援する体制を整えています。もし看取り介護が
必要な際は、職員の勉強会を開き、再確認する
ようにしております。また家族会でも話し合い
の場を設け、看取りなどについて再度ご説明を
しております。

医療連携記録を作り報告相談をしています。ご
利用者様の健康を管理し、協力体制を整え、適
切な医療が受けられるよう支援しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

メニュー係を毎年各職員に担当させ、メニュー
に変化をもたせ、彩り、季節、節句などを取り
入れて五感に働きかけるようなメニュー作りに
努めています。誕生日はご希望メニューをご用
意しています。調理、配膳準備、盛りつけ、食
器洗い、食器拭きなどは一緒に取り組んでいま
す。

1日のスケジュールを決めず、その日の天候や
一人ひとりの体調やご気分に合わせて対応して
います。静かに過ごされたい方、アクティブに
過ごされたい方など、ご様子を見ながらまたご
希望を伺いながら希望にそった支援をしていま
す。

その日の衣類は起床後になるべくご自身で決め
て頂けるよう支援すると共に、必要であればそ
の方の好みや意向を探り、購入も検討しながら
対応しています。重ね着や衣類の乱れが見られ
た際は、さりげなく着こなしを援助していま
す。理美容は一覧表で管理し、身だしなみに配
慮しています。

接遇面などにおいて会議などを通して職員教育
を行い、一人ひとりに合わせた言葉掛けや対応
に取り組んでいます。強制したり、諦めたりす
ることなく、その方の暮らしが実現できるよう
日々工夫をしながら対応しています。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、やりたい
事など、普段からコミュニケーションをとり、
一人ひとりの思いや表現を逃さぬよう、また思
いを表現できたり、自己決定ができるような環
境や働き掛けに取り組んでいます。

株式会社フィールズ
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

排便状況を記録し、状態の把握に努めていま
す。牛乳などの乳製品・プルーン・押し麦・運
動・水分など自然排便への取り組みを行ってい
ます。下剤が必要な場合は医療機関と相談しな
がら繰り返し調整を行い、その方に合わせて対
応しています。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様の体調や
気分に寄り添い、お一人ずつゆっくりと入って
頂いています。お誘いのタイミングや声のかけ
方に工夫すると共に、無理強いせずにシャワー
浴、清拭、機械浴、衣類交換なども含めて臨機
応変に対応しています。

普段から食事の際はお茶をご用意して、食後に
残渣物が残らないよう注意しています。就寝時
は口腔ケアを援助し、義歯の洗浄管理も行って
います。歯科医による定期検診を行い、口腔内
管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズムや状態
の把握は毎日行い、職員同士で連携して支援し
ています。安易に排泄用品に頼ることなく、ト
イレ案内を増やしたりタイミングや声掛けの工
夫をすることで、自立にむけた排泄支援を行っ
ています。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮して組み立
て、結果を記録し、必要な場合は修正しながら
次に繋げる工夫をしています。好き嫌いなどは
入所前にご本人様やご家族様から趣向を確認
し、柔らかさ、大きさなども一人ひとりに合わ
せると共に、食事と水分摂取量は毎日記録して
います。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

お金の所持は、ご本人様とご家族様とで相談し
決めています。お花や化粧水など、希望品をご
自身で購入されている方もいます。

日常生活の中で自然にご自身の役割を認識され
ている方、促す事で参加される方など、一人ひ
とりのお好きな活動や出来る活動を見極めて対
応しています。レクリエーションやご家族様と
地域の方々も交えたイベント開催など、気分転
換や楽しみの機会も作っています。

散歩、買い物、日光浴などその方の体調や気分
など状況に合わせて戸外への活動を支援してい
ます。また外食や普段行けない所への外出も計
画し取り組んでおります。盆踊りなどの地域へ
の参加や、ご家族様との外出・外泊も自由にし
て頂いております。

就寝時間や起床時間を含め、1日のスケジュー
ルを決めていないため、その方のペースに合わ
せて休息を援助しています。衣類、寝具、室温
等に注意すると共に、安心感、空腹感、排泄な
ど色々な角度から安眠・休息を支援していま
す。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来るよう設
置しています。変更があれば、その都度各職員
に報告しております。医師・薬剤師から薬に関
する情報を得ると共に、経過についての報告を
行い、連携を取りながら対応しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご入居時に新しい物を購入される必要はなく、
皆様が住み慣れた環境で安心して過ごせるよう
に、その方の部屋をそのまま再現できるように
支援しています。長年使っているタンス・テレ
ビ・布団・テーブルセットなど、その方の過ご
しやすい場所となるよう対応しております。

各所に手すりを設置すると共に、通路に面した
トイレ・洗面所・居室は、導線とわかりやすさ
に配慮した作りになっています。レバーやス
イッチなどは、あえて手動式を取り入れていま
す。自立した生活が送れるよう、状況・状態に
応じて取り組んでいます。

共有スペースはご利用者様が安心・安全に暮ら
し、心地よい日光や風が入るような「家」を意
識して整備しています。また、五感に働き掛け
るような工夫や強い刺激がないよう、居心地の
よさにも配慮しています。

別のユニットとを行き来される方や共有スペー
スにて大笑いされながらお喋りを楽しまれてい
る場面は毎日見受けられています。居室で寛が
れたり、窓やベランダから景色を眺められたり
と移動は自由です。事務所を好まれる方もい
らっしゃいます。

ご家族様との交流は面会や電話で自由にして頂
いております。ご家族様との関わりは心の安心
へ繋がる事を理解し、気軽に交流して頂けるよ
う、また交流が継続できるよう対応しておりま
す。ご面会時には時折写真も撮らせていただ
き、お送りしております。
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1 49

介護度が上がり、以前のように散歩することが
困難となっている。また外出される方は自立し
ておられる方に偏りがちになっている。

日常生活の中に、少しでも外出をとりいれる。 ①遠出はできなくても、各利用者様が敷地内の
ベンチや、近所の公園に行くなど、短時間でも
外出し、外気浴を楽しんでいただくようにす
る。 6ヶ月

2 27

職員間の情報交換がうまくできず、ケアの統一
ができない場合がある。

職員間で統一した関りをすることで、ご利用者
様個々に合った生活支援が継続して行える。

①スタッフからご家族様への情報は、面会簿を
使ってお伝えし、ご家族様からの要望などは些
細な事でも書面に残し、なおかつ口頭でも伝
え、情報の共有化を図る。 6ヶ月

3 54

ベッドの下やタンスの後ろなど、細かい箇所の
掃除が行き届いていないことがある。

ホーム内の掃除が隅々まで行き届き、居心地の
良い空間作りができる。

①毎日午前中に掃除をしているが、必要であれ
ばご利用者様の状況を見ながら、可能であれば
午後も行う。
②居室担当者が責任をもって、月一回は細かい
箇所の掃除、確認を行う。

6ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成29年度
目標達成計画

事業所名　 プライミーしろあん

作成日：　平28年4月23日


